
(57)【要約】

【課題】潤滑油成分を滞留させずに、コンプレッサに効

率的に潤滑油を供給することができるコンデンサを提供

する。

【解決手段】上部ヘッダーパイプと下部ヘッダーパイプ

１２同士を複数の熱交換用チューブ２１によって連結す

る一方、前記ヘッダーパイプ１２の内部を長軸方向に画

成する仕切壁２０を設け、この仕切壁２０に対応して、

前記ヘッダーパイプ１２と熱交換用チューブ２１とを複

数の凝縮部に画成したコンデンサであって、前記下部ヘ

ッダーパイプ１２に設けた仕切壁２０の下端部に連通孔

３１を形成している。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 下 方 向 に 間 隔 を 隔 て て 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ （ １ １ ） と 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ （ １ ２ ） を 配
置 し 、 こ れ ら の ヘ ッ ダ ー パ イ プ （ １ １ ， １ ２ ） 同 士 を 複 数 の 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ （ ２ １ ） に
よ っ て 連 結 す る 一 方 、 前 記 ヘ ッ ダ ー パ イ プ （ １ １ ， １ ２ ） の 内 部 を 長 軸 方 向 に 画 成 す る 仕
切 壁 （ １ ８ ～ ２ ０ ） を 設 け 、 こ の 仕 切 壁 （ １ ８ ～ ２ ０ ） に 対 応 し て 、 前 記 ヘ ッ ダ ー パ イ プ
（ １ １ ， １ ２ ） と 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ （ ２ １ ） と を 複 数 の 凝 縮 部 （ ２ ５ ～ ２ ８ ） に 画 成 し た
コ ン デ ン サ で あ っ て 、
前 記 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ （ １ ２ ） に 設 け た 仕 切 壁 （ ２ ０ ） に 連 通 孔 （ ３ １ ） を 形 成 し た こ
と を 特 徴 と す る コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 連 通 孔 （ ３ １ ） を 、 仕 切 壁 （ ２ ０ ） の 下 端 部 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の コ ン デ ン サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 熱 交 換 媒 体 が 上 下 方 向 に 流 れ る 、 い わ ゆ る 縦 流 れ コ ン デ ン サ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
通 常 、 自 動 車 に は 、 エ ン ジ ン 冷 却 用 の ラ ジ エ ー タ や 空 調 用 の コ ン デ ン サ 、 オ ー ト マ チ ッ ク
車 用 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン オ イ ル 冷 却 用 の オ イ ル ク ー ラ （ Ａ Ｔ Ｆ ク ー ラ ） や エ ン ジ ン オ イ ル
冷 却 用 の オ イ ル ク ー ラ 等 、 数 々 の 熱 交 換 器 が 配 設 さ れ て い る 。 前 記 コ ン デ ン サ と し て 、 熱
交 換 媒 体 が 上 下 方 向 （ 縦 方 向 ） に 流 れ る 縦 流 れ コ ン デ ン サ が 採 用 さ れ て い る 。 こ の 縦 流 れ
コ ン デ ン サ は 、 コ ン プ レ ッ サ と エ バ ポ レ ー タ と の 間 に 直 列 に 組 み 込 ま れ て お り 、 コ ン プ レ
ッ サ で 熱 交 換 媒 体 を 圧 縮 し 、 縦 流 れ コ ン デ ン サ で 放 熱 し て 凝 縮 さ せ た の ち 、 リ キ ッ ド タ ン
ク を 介 し て エ バ ポ レ ー タ に 送 り 出 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ こ で 、 コ ン プ レ ッ サ を 潤 滑 す る た め に 熱 交 換 媒 体 中 に は 潤 滑 油 を 混 入 さ せ て お り 、 コ ン
デ ン サ の 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ 内 に お け る 熱 交 換 媒 体 中 の 潤 滑 油 の 残 留 を 防 止 す べ く 、 上 部
ヘ ッ ダ ー パ イ プ 内 に 挿 入 し た 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ の 上 端 部 に 切 欠 き を 形 成 し て い る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ８ ５ ３ ６ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 従 来 の コ ン デ ン サ に あ っ て は 、 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ に 滞 留 す る 潤 滑 油
を 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ に 流 す よ う に 構 成 し て い る た め 、 潤 滑 油 は 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ に 滞
留 し た ま ま で 、 潤 滑 を 必 要 と す る コ ン プ レ ッ サ に 潤 滑 油 が 十 分 に 供 給 さ れ ず 、 コ ン プ レ ッ
サ の 駆 動 ト ル ク が 上 昇 し て 燃 費 が 低 下 す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 潤 滑 油 成 分 を 滞 留 さ せ ず に 、 コ ン プ レ ッ サ に 効 率 的 に 潤 滑 油 を 供 給 す
る こ と が で き る コ ン デ ン サ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た コ ン デ ン サ は 、 上 下 方 向 に 間 隔 を 隔 て て 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ と
下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ を 配 置 し 、 こ れ ら の ヘ ッ ダ ー パ イ プ 同 士 を 複 数 の 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ に
よ っ て 連 結 す る 一 方 、 前 記 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ の 内 部 を 長 軸 方 向 に 画 成 す る 仕 切 壁 を 設 け 、
こ の 仕 切 壁 に 対 応 し て 、 前 記 ヘ ッ ダ ー パ イ プ と 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ と を 複 数 の 凝 縮 部 に 画 成
し た コ ン デ ン サ で あ っ て 、 前 記 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ に 設 け た 仕 切 壁 に 連 通 孔 を 形 成 し た こ
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と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た コ ン デ ン サ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の コ ン デ ン サ で あ っ て 、 前 記 連
通 孔 を 仕 切 壁 の 下 端 部 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
前 記 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た コ ン デ ン サ に よ れ ば 、 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ に 設 け た 仕 切 壁 に 連
通 孔 を 形 成 し て い る た め 、 熱 交 換 媒 体 中 か ら 分 離 し た 潤 滑 油 成 分 が 連 通 孔 を 介 し て 隣 の 凝
縮 部 の 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ に 送 ら れ た の ち 、 熱 交 換 媒 体 と 共 に コ ン デ ン サ の 外 部 に 排 出 さ
れ る 。 従 っ て 、 コ ン デ ン サ を 含 む 熱 交 換 シ ス テ ム 内 に お け る 潤 滑 油 の 循 環 量 を 十 分 に 確 保
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た コ ン デ ン サ に よ れ ば 、 前 記 連 通 孔 を 仕 切 壁 の 下 端 部 に 配 置 し て
い る た め 、 請 求 項 １ に よ る 効 果 を 更 に 高 め る こ と が で き る 。 コ ン デ ン サ の ヘ ッ ダ ー パ イ プ
内 に 入 っ た 熱 交 換 媒 体 中 に は 潤 滑 油 が 含 ま れ て お り 、 こ の 潤 滑 油 は 分 離 し て い る 場 合 、 潤
滑 油 の 方 が 密 度 が 高 い た め 下 側 に 溜 ま る 。 従 っ て 、 仕 切 壁 の 下 端 部 に 連 通 孔 を 設 け る こ と
に よ っ て 、 連 通 孔 を 介 し て 潤 滑 油 を 隣 の 凝 縮 部 に 更 に 効 率 的 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る コ ン デ ン サ １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 図 １ に 示 す よ
う に 、 コ ン デ ン サ １ ０ は 、 上 方 に 配 設 さ れ た 円 筒 状 の 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ と 、 下 方 に
配 設 さ れ た 円 筒 状 の 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ ２ と 、 こ れ ら の 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ 及 び 下
部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ ２ を 上 下 に 連 結 す る コ ア 部 １ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ の 入 口 側 （ 図 １ の 右 側 ） に は 、 入 口 ブ ロ ッ ク １ ４ が ろ う 付 け に よ
っ て 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 入 口 ブ ロ ッ ク １ ４ に は 入 口 ポ ー ト １ ５ が 貫 通 し て 設 け ら れ
て い る 。 こ の 入 口 ポ ー ト １ ５ は 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ の 内 部 に 連 通 し て 設 け ら れ て い る
。 ま た 、 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ の 出 口 側 （ 図 １ の 左 側 ） に は 、 出 口 ポ ー ト １ ６ が 貫 通 し
て 設 け ら れ た 出 口 ブ ロ ッ ク １ ７ が ろ う 付 け に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 部 ヘ ッ
ダ ー パ イ プ １ １ 内 に は 長 手 方 向 に 間 隔 を 隔 て て ２ 枚 の 仕 切 壁 １ ８ ， １ ９ が 配 設 さ れ て お り
、 こ れ ら の 仕 切 壁 １ ８ ， １ ９ に よ っ て 、 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ は 長 手 方 向 に ３ 室 に 画 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 前 記 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ ２ は 、 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ と 一 対 に な っ て 配 置 さ
れ て お り 、 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ に お け る ２ 枚 の 仕 切 壁 １ ８ ， １ ９ の 中 間 部 に 対 応 す る
位 置 に １ 枚 の 仕 切 壁 ２ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 仕 切 壁 ２ ０ に よ っ て 、 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ
プ １ ２ は 長 手 方 向 に ２ 室 に 画 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 前 記 コ ア 部 １ ３ は 、 上 下 方 向 に 沿 っ て 延 び る 複 数 の 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ ２ １ と 、 こ
れ ら の 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ ２ １ の 間 に 配 置 さ れ て 左 右 に 延 び る フ ィ ン ２ ２ と か ら な り 、 コ ア
部 １ ３ の 左 右 両 端 に は 、 サ イ ド プ レ ー ト ２ ３ ， ２ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 コ ア 部
１ ３ は 、 前 記 仕 切 壁 １ ８ ， １ ９ ， ２ ０ に よ っ て 、 入 口 ブ ロ ッ ク １ ４ 側 か ら 出 口 ブ ロ ッ ク １
７ 側 に か け て ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ ， １ ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 第 １ ～ 第 ４ 凝 縮 部 ２ ５ ， ２
６ ， ２ ７ ， ２ ８ に 画 成 さ れ て い る 。 な お 、 コ ア 部 １ ３ の 構 成 を 明 瞭 に す る た め 、 図 １ で は
個 々 の 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ ２ １ と フ ィ ン ２ ２ を 一 部 の み 描 い て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 コ ン デ ン サ １ ０ に お い て は 、 後 述 す る よ う に 、 図 示 し な い コ ン プ レ ッ サ か ら 送 ら れ た
熱 交 換 媒 体 ２ ９ は 、 入 口 ブ ロ ッ ク １ ４ の 入 口 ポ ー ト １ ５ か ら 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ に 入
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り 、 コ ア 部 １ ３ の 第 １ 凝 縮 部 ２ ５ を 介 し て 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ ２ に 流 れ 、 こ の 下 部 ヘ ッ
ダ ー パ イ プ １ ２ 内 で Ｕ タ ー ン （ 第 １ タ ー ン ） し て 第 ２ 凝 縮 部 ２ ６ 内 を 上 昇 す る 。 次 い で 、
上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ に 流 入 し 、 こ の 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ １ 内 で 再 度 Ｕ タ ー ン （ 第 ２
タ ー ン ） し 、 第 ３ 凝 縮 部 ２ ７ 内 を 下 方 に 流 れ 、 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ ２ 内 で Ｕ タ ー ン （ 第
３ タ ー ン ） し た の ち 、 第 ４ 凝 縮 部 ２ ８ を 上 昇 し 、 出 口 ブ ロ ッ ク １ ７ か ら 図 示 し な い リ キ ッ
ド タ ン ク に 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ こ で 、 図 １ の Ａ 部 を 拡 大 し た 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ ２ の 仕 切 壁 ２ ０
近 傍 に お い て は 、 熱 交 換 媒 体 ２ ９ か ら 分 離 し た 潤 滑 油 ３ ０ が 仕 切 壁 ２ ０ の 流 れ 方 向 上 流 側
に 滞 留 し や す く な っ て い る 。 以 下 、 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
熱 交 換 媒 体 ２ ９ と 潤 滑 油 ３ ０ と は 、 そ れ ら の 物 性 値 の 相 違 か ら 熱 交 換 媒 体 ２ ９ の 温 度 に よ
っ て 熱 交 換 媒 体 ２ ９ に 潤 滑 油 ３ ０ が 溶 解 し な い 二 層 分 離 温 度 が あ る 。 例 え ば 、 熱 交 換 媒 体
２ ９ と し て Ｈ Ｆ Ｃ １ ３ ４ ａ を 、 潤 滑 油 ３ ０ と し て ロ ー タ リ コ ン プ レ ッ サ 用 オ イ ル を 用 い た
場 合 、 二 層 分 離 温 度 は 約 ６ ０ ℃ で あ る 。 こ れ は 、 通 常 の 外 気 温 度 で エ ア ー コ ン デ シ ョ ナ ー
を 作 動 さ せ た と き で も 十 分 に 二 層 分 離 し て し ま う 温 度 で あ る 。 コ ン デ ン サ １ ０ に 入 っ た 直
後 の 熱 交 換 媒 体 ２ ９ は 気 体 の 状 態 で あ る た め 、 潤 滑 油 ３ ０ の 密 度 の 方 が 高 く 、 二 層 に 分 離
し た と き は 密 度 の 高 い 潤 滑 油 ３ ０ は 、 熱 交 換 媒 体 ２ ９ よ り も 下 側 に 滞 留 す る 。 ま た 、 図 ２
に 示 す よ う に 、 仕 切 壁 ２ ０ 近 傍 は 熱 交 換 媒 体 ２ ９ が 上 方 に 流 れ を 変 更 す る 部 位 で あ る た め
、 本 来 的 に 滞 留 が 生 じ や す く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ２ ， ３ に 示 す よ う に 、 仕 切 壁 ２ ０ に 真 円 状 の 連 通 孔 ３ １ が 穿 設
さ れ て い る 。 こ の 連 通 孔 ３ １ は 、 仕 切 壁 ２ ０ の 板 厚 方 向 に 貫 通 し て 設 け ら れ て お り 、 仕 切
壁 ２ ０ の 高 さ 方 向 の 下 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 連 通 孔 ３ １ を １ つ に し た
が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず に ２ つ 以 上 で も 良 く 、 形 状 も 真 円 に 限 ら ず に 楕 円 等 で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 い で 、 本 実 施 形 態 に よ る 熱 交 換 媒 体 ２ ９ の 流 れ を 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に よ る コ ン デ ン サ １ ０ を 含 む 熱 交 換 器 シ ス テ ム 内 に お け る 熱 交 換 媒 体
２ ９ の 流 れ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま ず 、 熱 交 換 媒 体 ２ ９ に は コ ン プ レ ッ サ ３ ２ を 潤 滑 す る た め の 潤 滑 油 ３ ０ が 含 ま れ て お り
、 こ の 熱 交 換 媒 体 ２ ９ を コ ン プ レ ッ サ ３ ２ で 圧 縮 し た の ち 、 コ ン デ ン サ １ ０ に 送 る 。 コ ン
デ ン サ １ ０ に お い て は 、 図 ２ で 説 明 し た よ う に 、 仕 切 壁 ２ ０ の 下 端 部 に 形 成 し た 連 通 孔 ３
１ を 介 し て 分 離 し た 潤 滑 油 ３ ０ が 隣 の 第 ３ 凝 縮 部 ２ ７ 側 に 流 動 す る 。 第 ３ 凝 縮 部 ２ ７ の 熱
交 換 媒 体 ２ ９ は コ ン デ ン サ １ ０ の 放 熱 に よ っ て 冷 却 さ れ て 熱 交 換 媒 体 ２ ９ に 潤 滑 油 ３ ０ が
十 分 に 溶 解 す る 温 度 と な っ て い る 。 よ っ て 、 こ の 流 動 し た 潤 滑 油 ３ ０ は 熱 交 換 媒 体 ２ ９ 中
に 溶 解 し て そ の ま ま 熱 交 換 媒 体 ２ ９ と 一 緒 に 、 出 口 ポ ー ト １ ６ か ら リ キ ッ ド タ ン ク ３ ３ に
流 れ る 。 さ ら に 、 熱 交 換 媒 体 ２ ９ は 膨 張 弁 ３ ４ と エ バ ポ レ ー タ ３ ５ を 介 し て コ ン プ レ ッ サ
３ ２ に 流 れ 、 前 述 し た 流 れ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 コ ン プ レ ッ サ 用 の 潤 滑 油 ３ ０ が 熱 交 換 媒 体 ２ ９ 中 に 混
入 し た 場 合 で も 、 コ ン デ ン サ １ ０ の 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ １ ２ に 滞 留 す る こ と な く 流 れ る よ
う に な る 。 従 っ て 、 潤 滑 を 必 要 と す る コ ン プ レ ッ サ ３ ２ に 潤 滑 油 が 十 分 に 供 給 さ れ れ て コ
ン プ レ ッ サ ３ ２ の 駆 動 ト ル ク の 上 昇 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 に 係 る コ ン デ ン サ は 、 前 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 変 更 及 び 変
形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
例 え ば 、 前 記 実 施 形 態 で は リ キ ッ ド タ ン ク ３ ３ が 別 体 の コ ン デ ン サ に つ い て 説 明 し た が 、
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本 発 明 は 縦 流 れ 形 式 の コ ン デ ン サ で あ れ ば 、 リ キ ッ ド タ ン ク 一 体 型 や サ ブ ク ー ル 付 き コ ン
デ ン サ 等 、 種 々 の コ ン デ ン サ に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る コ ン デ ン サ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ 部 を 拡 大 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｂ － Ｂ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 熱 交 換 器 シ ス テ ム 内 の 熱 交 換 媒 体 の 流 れ を 示 す 概 略 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ … 上 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ
１ ２ … 下 部 ヘ ッ ダ ー パ イ プ
１ ８ ， １ ９ ， ２ ０ … 仕 切 壁
２ １ … 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ
２ ５ … 第 １ 凝 縮 部
２ ６ … 第 ２ 凝 縮 部
２ ７ … 第 ３ 凝 縮 部
２ ８ … 第 ４ 凝 縮 部
３ １ … 連 通 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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